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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月23日(2013.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無鉛のガラス組成物であって、
成分を酸化物で表したときに10～60質量％のAg2Oと、5～65質量％のV2O5と、15～50質量
％のTeO2とを含有し、
Ag2OとV2O5とTeO2との合計含有率が75質量％以上100質量％未満であり、
残部としてP2O5、BaO、K2O、WO3、Fe2O3、MnO2、Sb2O3、およびZnOの内の１種以上を0質
量％超25質量％以下で含有することを特徴とするガラス組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載のガラス組成物において、
Ag2O含有率がV2O5含有率の2.6倍以下であることを特徴とするガラス組成物。
【請求項３】
　請求項２に記載のガラス組成物において、
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Ag2O含有率とV2O5含有率との和が40～80質量％であることを特徴とするガラス組成物。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載のガラス組成物を50～100体積％含み、
前記ガラス組成物を構成する酸化物以外の酸化物充填材を0～50体積％含むことを特徴と
する封着用ガラスフリット。
【請求項５】
　請求項４に記載の封着用ガラスフリットにおいて、
前記酸化物充填材が、SiO2、ZrO2、Al2O3、Nb2O5、ZrSiO4、Zr2(WO4)(PO4)2、コージェラ
イト、ムライト、およびユークリプタイトの内の１種以上であることを特徴とする封着用
ガラスフリット。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載のガラス組成物と、前記ガラス組成物を構成す
る酸化物以外の酸化物充填材と、溶剤とを含む封着用ガラスペースト。
【請求項７】
　請求項６に記載の封着用ガラスペーストにおいて、
前記酸化物充填材が、SiO2、ZrO2、Al2O3、Nb2O5、ZrSiO4、Zr2(WO4)(PO4)2、コージェラ
イト、ムライト、およびユークリプタイトの内の１種以上であり、
前記溶剤が、ブチルカルビトールアセテートまたはα－テルピネオールであり、
樹脂バインダーとしてニトロセルロースを更に含むことを特徴とする封着用ガラスペース
ト。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載のガラス組成物と、金属粒子と、前記ガラス組
成物を構成する酸化物以外の酸化物充填材と、溶剤とを含む導電性ガラスペースト。
【請求項９】
　請求項８に記載の導電性ガラスペーストにおいて、
前記金属粒子が、銀、銀合金、アルミニウム、アルミニウム合金、銅、または銅合金であ
り、
前記酸化物充填材が、SiO2、ZrO2、Al2O3、Nb2O5、ZrSiO4、Zr2(WO4)(PO4)2、コージェラ
イト、ムライト、およびユークリプタイトの内の１種以上であり、
前記溶剤が、ブチルカルビトールアセテートまたはα－テルピネオールであり、
樹脂バインダーとしてニトロセルロースを更に含むことを特徴とする導電性ガラスペース
ト。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９に記載の導電性ガラスペーストにおいて、
前記金属粒子は、平均粒径が0.5～10μmであり、球状および/またはフレーク状の形状を
有することを特徴とする導電性ガラスペースト。
【請求項１１】
　請求項８または請求項９に記載の導電性ガラスペーストにおいて、
前記金属粒子は、平均粒径が0.5～3μmの粒子群と、平均粒径が5～10μmの粒子群との混
合物であることを特徴とする導電性ガラスペースト。
【請求項１２】
　無鉛のガラス相を含む封着部を有する電気電子部品であって、
前記封着部は50～100体積％の前記ガラス相を含み、
前記ガラス相は、その成分を酸化物で表したときに10～60質量％のAg2Oと、5～65質量％
のV2O5と、15～50質量％のTeO2とを含有し、
Ag2OとV2O5とTeO2との合計含有率が75質量％以上100質量％未満であり、
残部としてP2O5、BaO、K2O、WO3、Fe2O3、MnO2、Sb2O3、およびZnOの内の１種以上を0質
量％超25質量％以下で含有することを特徴とする電気電子部品。
【請求項１３】
　無鉛のガラス相と金属粒子とを含む電極/配線を有する電気電子部品であって、
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前記電極/配線は5～30体積％の前記ガラス相と70～95体積％の前記金属粒子とを含み、
前記金属粒子は、銀、銀合金、アルミニウム、アルミニウム合金、銅、または銅合金であ
り、
前記ガラス相は、その成分を酸化物で表したときに10～60質量％のAg2Oと、5～65質量％
のV2O5と、15～50質量％のTeO2とを含有し、
Ag2OとV2O5とTeO2との合計含有率が75質量％以上100質量％未満であり、
残部としてP2O5、BaO、K2O、WO3、Fe2O3、MnO2、Sb2O3、およびZnOの内の１種以上を0質
量％超25質量％以下で含有することを特徴とする電気電子部品。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の電気電子部品において、
前記電極/配線の電気抵抗率が、10-5Ωcm未満であることを特徴とする電気電子部品。
【請求項１５】
　請求項１２乃至請求項１４のいずれかに記載の電気電子部品において、
前記ガラス相中でAg2O含有率がV2O5含有率の2.6倍以下であることを特徴とする電気電子
部品。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の電気電子部品において、
Ag2O含有率とV2O5含有率との和が40～80質量％であることを特徴とする電気電子部品。
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